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【手続補正書】
【提出日】平成30年12月26日(2018.12.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３０】
　図５及び図９から理解されるように、保持部材３２０は、端子３１０を保持している。
詳しくは、端子３１０は、信号線７１０に夫々取り付けられた状態で、保持部材３２０の
後方から保持部３２２に夫々挿入されている。保持部３２２に挿入された端子３１０は、
Ｙ方向に並べられて保持されている。図９から理解されるように、コネクタ２０と相手側
コネクタ８０とが互いに嵌合した嵌合状態において、端子３１０の夫々は、相手側コネク
タ８０の対応する相手側端子８１０と接続する。この接続により、ケーブル７０が取り付
けられた機器（図示せず）と、相手側コネクタ８０が取り付けられた相手側機器（図示せ
ず）との間のデータ伝送が可能になる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図９
【補正方法】変更
【補正の内容】
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